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人口50，305
　　男　24，084

　　女　26，221

世帯数　　9，916

繧麗灘
　
分
期
割
4
月
　
日

　
　
　
　
　
の

視
車
税
3

産
取
用

　
動
ー

資
　
弓
1

定
自
材
期

固
軽
木
納

市
政
発
展
の
功
労
者

灘翻　リヒ繋
　
瓢
誠鋸簿轍

－
団
体
と
4
1
名
を
表
彰
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市
制
＋
周
年

の
最
大
の
行

事
、
記
念
式
典

は
去
る
七
日
市

民
体
育
舘
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
式
典

に
ふ
さ
わ
し
く

晴
天
に
恵
ま
れ

午
前
中
に
市
内

小
、
中
学
校
生

徒
児
童
に
よ
る

鼓
笛
隊
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
を
加

え
た
賑
や
か
な

旗
行
列
が
行
わ

れ
、
＋
周
年
の
、

気
分
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

式
典
は
午
後

一
時
か
ら
国
、

県
の
関
係
者
を

は
じ
め
市
内
、

各
界
代
表
者
、

市
議
会
議
員
な

ど
二
百
五
十
余
名
が
出
席
し
ま
し
た

こ
の
式
典
に
お
い
て
十
日
町
市
の
発

展
に
功
労
の
あ
っ
た
故
中
山
初
代
市

長
ら
自
治
関
係
者
や
社
会
福
祉
事
業

に
貢
献
し
た
故
小
林
殖
、
叉
永
年
私

懸購

財
を
投
じ
て
道
路
改
良
に
尽
力
の
あ

っ
た
春
川
三
二
氏
な
ど
四
十
二
名
に

対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
一
方
田

中
彰
治
代
議
士
、
塚
田
十
一
郎
元
代

議
士
（
現
知
事
）
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▼
自
治
関
係
功
労
者

中
山
竜
次
、
山
口
孝
一
、
樋
口
清
、

福
崎
善
衝
門
、
故
春
日
徳
重
郎
、
故

古
沢
茂
樹
、
庭
野
清
平
、
菅
村
吉

治
、
樋
口
政
太
郎
、
竹
内
真
、
大
島

憲
治
、
阿
部
ケ
イ
、
山
口
秀
二
、
尾

身
美
教
、
庭
野
義
雄
、
石
坂
正
隆
、

柳
宗
平
、
塩
川
好
司
、
村
山
謙
吉

▼
社
会
事
業
関
係
功
労
者

菅
村
新
蔵
、
島
田
善
作
、
故
小
林
殖

小
林
賢
秀
、
後
藤
唯
七
、
関
口
孝
治

春
川
三
二
、
村
山
政
一
郎

▼
教
育
文
化
関
係
功
労
者

松
井
秀
治
、
関
口
愛
吉
、
十
日
町
混

声
合
唱
団
、
村
山
シ
ゲ
、
西
郷
美
遊

喜▼
産
業
振
興
功
労
者

滝
沢
文
六
、
保
坂
隆
吉
、
関
口
芳
平

阿
部
隆
治
、
中
林
三
男
三
郎
、
堤
栄

二
、
樋
熊
幸
吉
、
山
口
芳
一

▼
示
年
勤
続
嘱
託
員

池
田
金
策
、
福
崎
百
太
郎

雪
ま
つ
り
写
真
集
の
予
約
募
集

グ
ラ
ビ
ヤ
72
P
一
冊
四
五
〇
円
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㎜
褒
章
と
叙
勲
に
輝
く

㎜

㎜
　
　
　
　
　
市
関
係
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当
市
の
雪
ま
つ
り
は
、
十
四
回
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
過
去
の
記
録
を
集
大
成

し
た
写
真
集
「
十
日
町
の
雪
ま
っ

り
」
の
出
版
を
計
画
し
、
こ
の
た
び

そ
の
編
集
も
終
り
、
明
年
一
月
中
旬

に
、
刊
行
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し

た
。
　
収
録
写
真
は
、
カ
ラ
ー
を
含
め
て

百
余
枚
に
及
ぶ
豪
華
版
で
あ
り
、
年

譜
等
も
添
え
、
雪
ま
っ
り
の
全
貌
を

こ
の
一
冊
に
お
さ
め
た
決
定
版
で
も

毒

村山市長滝沢会畏
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役
、
あ
る
い
は
市
長
に
就
任
し
よ
…

　
　
く
公
共
の
福
祉
に
奉
仕
し
て
地
方
…

　
　
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
　
　
　
㎜

　
政
府
は
さ
き
に
文
化
勲
章
を
は

じ
め
各
褒
章
と
、
第
二
回
生
存
者

叙
勲
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
市
関

係
で
は
十
日
町
市
長
村
山
謙
吉
氏

が
藍
綬
褒
輩
を
、
滝
文
工
業
会
長

滝
沢
文
六
氏
が
勲
バ
等
鴬
光
旭
日

章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
ま
し
た
。

●
蓋
綬
褒
章
の
村
山
市
長

　
村
山
市
艮
は
早
く
か
ら
村
会
議

昌
に
選
ば
れ
、
川
治
村
長
、
市
助

●
勲
六
等
単
光
旭
日
章
の

　
滝
沢
会
長

　
五
十
八
年
前
の
創
業
い
ら
い

＝
糸
ひ
と
す
じ
」
に
生
き
て
き
た

人
で
、
入
正
五
年
の
縫
い
取
り
紋

様
技
術
、
昭
和
五
年
の
白
生
地
、

同
八
年
コ
ン
ト
レ
ー
ル
と
つ
ね
に

新
し
い
創
意
工
夫
を
絹
織
物
業
界

に
と
り
入
れ
た
。

る
国
民
健
覆
険
、
政
府
で
行
っ
三
に
加
入
す
る
こ
と
が
霧
づ
け
ら
れ

　
い
る
健
康
保
険
等
が
あ
り
ま
す
。
掛
一
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
会
社
、
商

　
金
は
す
べ
て
、
所
得
に
つ
り
あ
っ
て
㎜
店
な
ど
の
雇
用
関
係
の
近
代
化
に
と

　
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
健
康
保
険
は
掛
一
も
な
い
、
従
鷺
員
の
福
祉
と
労
働
力

　
金
の
半
額
を
事
業
主
が
負
担
す
る
こ
　
確
保
の
た
め
、
今
ま
で
な
か
な
か
厚

　
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
皿
生
年
金
、
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所

　
　
厚
生
葺
金
、
健
康
保
険
に
つ
い
て
一
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
五
人
未

霧
雅
勤
勧
護
鰭
雑
勤
鵬
罎
蜥
鶴
軽
薮
一

　
等
の
第
一
次
産
業
、
旅
舘
、
飲
食
、
『
た
の
で
、
ど
し
ど
し
加
入
を
認
め
る

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
理
容
業
を
除
い
｝
こ
と
に
致
し
ま
し
た
の
で
、
加
入
を

　
て
）
従
業
員
や
事
業
主
の
意
志
に
か
㎜
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
か
わ
ら
す
、
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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グ
ラ
ビ
ヤ
七
二
ぺ
ー
ジ

　
　
　
　
【
記
録
篇
】

　
　
　
雪
ま
つ
り
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ぺ
ー
ジ

　
　
　
雪
ま
つ
り
の
年
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ぺ
ー
ジ

6
申
込
み
方
法

　
代
金
は
、
現
品
を
お
届
け
し
た
際

　
に
い
だ
だ
き
ま
す
。
な
お
現
品
の

【
　
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
代
金

一
　
に
送
料
一
冊
五
十
円
を
添
え
「
十

一一
　
日
町
市
駅
通
り
十
日
町
商
工
会
議
．

　
所
内
雪
ま
つ
り
、
委
員
会
事
務
局
宛
．

　
送
金
し
て
下
さ
い
。

冤
込
み
先

一
　
十
日
町
商
工
会
議
所
　
市
役
所
商

［一
　
工
課
叉
は
各
出
張
所

｛

あ
り
ま
す
。

　
広
く
市
民
各
位
か
ら
ご
覧
い
た
だ
一

く
た
め
、
つ
ぎ
に
よ
り
予
約
募
集
を
一

お
こ
な
い
ま
す
か
ら
お
申
込
み
下
さ

い
。
　
な
お
限
定
出
版
で
す
の
で
お
申
込

み
が
な
い
と
入
手
で
き
か
ね
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
頒
布
価
格
　
一
冊
　
四
百
五
十
円

2
予
約
〆
切
期
日

　
　
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
十
日

3
発
行
予
定
期
日

　
　
　
　
昭
和
四
十
年
一
月
十
五
日

・
4
規
格
　
　
一
八
二
、
、
ゾ
×
二
一
〇
、
ゲ

5
内
容
　
【
写
真
篇
】

　
　
　
　
原
色
写
真
版
　
四
ぺ
ー
シ

粥

五
人
未
満
の
事
業
所
も
厚
生
年

金
健
康
保
険
に
入
れ
ま
す

　
皆
さ
ん
、
老
後
の
生
活
保
障
、
健

康
の
補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
ご

存
知
で
す
か
。
国
の
行
っ
て
い
る
老

後
の
保
障
に
は
、
事
業
所
で
掛
金
を

す
る
厚
生
年
金
、
市
町
村
役
場
に
掛

金
を
納
め
て
い
る
国
民
年
金
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
一
定
年
数
の
掛
金

を
し
て
一
定
の
年
令
に
達
す
る
と
、

，
そ
れ
ぐ
の
規
定
に
よ
り
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
厚
生
年
金

国
民
年
金
そ
れ
ぐ
の
定
め
る
一
定

の
年
数
の
掛
金
を
し
な
け
れ
ぱ
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭

磯

和
三
十
六
年
十
一
月
一
日
通
算
年
金

通
則
法
の
施
行
に
よ
り
・
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
等
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
金
を
掛

け
た
年
数
が
合
算
し
て
二
十
五
年
以

上
あ
る
場
合
で
、
一
定
の
年
令
に
達

モ
場
倉
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か

・
ら
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
掛
け
す
て

一
に
な
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
良
く
い
わ
れ
る
、
も
う
す

ぐ
厚
生
年
金
の
あ
る
人
と
結
婚
す
る

の
だ
か
ら
と
か
、
近
い
う
ち
に
厚
生

年
金
の
あ
る
事
業
所
に
就
職
す
る
の

置

だ
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
掛

金
を
納
め
な
い
と
い
う
こ
と
な
く
就

職
し
た
ら
厚
生
年
金
、
家
に
い
る
と

き
は
国
民
年
金
と
い
う
よ
う
に
、
そ

の
掛
金
の
払
込
み
期
間
の
空
間
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
年
金
を
受

け
る
時
に
お
い
て
年
金
額
を
よ
り
一

層
高
い
も
の
に
致
し
ま
す
の
で
、
気

の
．
長
い
話
し
と
い
わ
な
い
で
、
光
陰

矢
の
如
し
の
た
と
え
の
通
り
、
年
金

受
給
の
時
期
は
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す

の
で
是
非
空
間
の
な
い
よ
う
掛
金
の

掛
け
続
け
を
願
い
ま
す
。
又
、
．
医
療

保
険
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
市
町
村
で
行
っ
て
い

公
告
　
　
十
日
町
市
職
員
募
集

ボ
イ
ラ
ー
技
士
（
採
用
予
定
人
員
男
子
一
名
）

　
応
募
資
格
　
二
級
又
は
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
を
取
得
し
て
い

　
　
　
　
　
る
者
で
、
年
令
満
四
十
才
未
満
の
者
。

　
採
用
期
日
　
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
一
日
の
予
定

　
給
　
　
与
　
初
任
給
は
　
高
校
卒
　
一
ニ
ャ
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
卒
　
一
一
、
二
〇
〇
円

　
た
マ
し
前
歴
換
算
に
よ
り
給
与
額
は
決
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

　
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
勤
勉
手
当
、
期
末
手
当
、
寒
冷
地
手
当

　
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
募
集
期
限
　
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
応
募
手
続
　
十
日
町
市
役
所
市
長
室
に
関
係
書
類
を
準
備
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
り
ま
す
か
ら
履
歴
書
を
持
参
の
上
あ
出
下
さ
い
。

国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

あ
な
た
の
年
金
で
す

　
　
　
　
　
　
　
の
こ
ら
ず
加
入
を

　
国
民
年
金
制
度
も
発
足
以
来
満
五

周
年
を
経
過
し
順
調
な
進
展
を
示
し

一
て
奮
ま
芝
巌
御
腿
に
た
え

ま
せ
ん
。
社
会
保
険
庁
、
新
潟
県
十

日
町
市
で
は
十
一
月
一
日
よ
り
一
ヵ

月
間
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
と
定

め
制
度
の
P
R
、
事
業
の
推
進
を
は

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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胃
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全
般
概
況

　
十
一
月
は
例
年
並
に
秋
晴
れ
に

め
ぐ
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
気
温
は

中
旬
に
低
目
と
な
る
ほ
か
高
目
の

見
込
み
で
す
。

＋
二
月
は
寒
さ

は
し
の
ぎ
や
す

い
見
込
み
で
す

が
、
下
旬
に
は

寒
さ
が
加
わ
り
雪
が
降
り
ま
し
ょ

う
。
一
月
は
月
は
じ
め
と
下
旬
に

寒
気
が
入
り
一
時
積
雪
の
多
く
な

る
所
が
あ
る
見
込
み
で
す
。
月
の

平
均
気
温
は
平
年
並
で
し
ょ
う
。

十
一
月
概
況

　
気
圧
の
谷
が
通
り
天
気
が
周
期

的
に
く
す
れ
る
ほ
か
は
割
合
い
晴

れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
月

の
平
均
気
温
は
高
目
で
す
が
中
旬

一
　
十
日
町
市
で
は
特
に
此
の
期
間
未

一㎝
適
用
者
（
未
加
入
者
）
に
対
す
る
百

一
％
適
用
の
促
進
、
未
納
者
に
対
す
る

皿『
百
％
検
認
（
納
人
）
の
促
進
を
目
標

一
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
市
内

｝
で
は
約
一
二
、
七
〇
〇
名
程
国
民
年

　
気
温
は
葡
お
む
ね
高
目
で
す
が
…

北
陸
地
方
三
ヵ
月
予
報
（
㎎
南
）

ー
ー
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
ー
ー

は
じ
め
頃
、
大
陸
の
高
気
圧
が
強

ま
り
低
目
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
叉

降
水
量
と
日
照
は
平
年
並
の
見
込

み
で
す
。

十
二
月
栂
況

下
旬
に
は
寒
気
が
入
り
雪
が
降
り

ま
す
が
、
蚤
は
少
な
目
で
し
ょ

う
。
平
均
気
温
は
高
目
、
降
水
量
と

日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
月
概
況

　
　
　
　
　
　
　
気
温
の
変
動

　
　
　
　
　
　
が
大
き
く
月
は

　
　
　
　
　
　
じ
め
頃
と
下
旬

は
寒
気
が
南
下
し
寒
さ
は
や
や
き

び
し
く
な
り
ま
す
が
平
均
で
は
平

年
並
の
見
込
み
で
す
。

‘
星
認
雷
＝
＝
匿
3
3
一
3
0
一
謬
＝
＝
一
＝
3
＝
＝
＝
一
胃
旧
臼
一
8
一
8
＝
3
8
富
一
謬
盟
冨
＝
一
層
8
一
8
器
3
＝
一
冨
3
器
＝
一
一
一
一
＝
呂
冒
3
■
一
＝
目
繭
＝
富
＝
留
冨
3
一
3
■
男
＝
零
3
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
呂
騒
＝
3
曹
＝
一
3
3
昌
言
8
＝
昌
一
＝
＝
＝
騨

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
藁
ミ
、
ミ
、
、
、
ミ
ミ
§
、
ミ
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掲
ノ
記
小

駈

　
　
寄
付
金
つ
き
お
年
玉

　
　
年
賀
は
が
き
発
売

お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
が
本
年
も
発
行
さ
れ
売
り
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
十
【
月
十
二
日
か
ら

発
売
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
早
め
に
お
買
求
め
下
さ
い
。
年
賀
ハ
ガ

ギ
は
例
年
の
と
お
り
四
円
と
五
円
（
一
円
寄
付
金
つ
き
の
も
の
）

の

二
種
類
で
、
ど
ち
ら
も
お
年
玉
く
じ
つ
き
で
す
。
売
さ
ぱ
き
方
法
は

郵
便
局
窓
口
及
び
切
手
類
売
さ
ぱ
き
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

年
賀
は
が
き
の
寄
付
金
は
中
央
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
等
を

通
じ
て
不
幸
な
人
女
へ
贈
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
郵
便
局
で
は
年
宋
は

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
次
の
よ
う
に
望
ん
で
い
ま
す
。

1
、
年
末
贈
答
小
包
は
十
二
月
十
四
日
頃
ま
で
に
一
日
も
お
早
く
お

　
　
出
し
下
さ
い
。

2
、
年
賀
郵
便
は
十
二
月
二
十
一
日
頃
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

3
、
郵
便
物
の
あ
て
名
は
詳
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と
差
出
人
の
住
所
も

　
　
お
書
き
下
さ
い
。
　
（
あ
て
名
不
完
全
の
た
め
迷
子
郵
便
が
一
日

　
　
に
全
国
で
は
二
十
万
通
も
あ
り
ま
す
。
）

料　
　
人
権
法
律
相
談
所
開
設

無　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
岡
　
弁
　
護
　
士
　
会

　
　
　
　
　
　
　
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

　
　
　
　
　
　
　
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
日
　
　
町
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
後

ノノ！ノノ／ノ〃ノ■㎜”．

溌
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

一
、
麟
鯵
簿
野
で

　
す
」
老
後
の
保
障
叉
は
不
慮
の
事
故

　
に
そ
な
え
て
一
人
残
ら
す
国
民
年
金

τ
加
入
し
ま
し
ょ
う
．

　
　
市
内
で
は
福
祉
年
金
を
受
け
て
お

　
る
人
は
約
二
千
百
名
で
年
間
約
二
千

｝
　
三
百
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
拠

　
出
年
金
で
は
障
害
二
件
、
母
子
十
七

一
裟
児
一
一
一
件
、
発
生
し
、
年
間
約
四

一
十
万
の
年
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
ま

「砺
胴
雛
嘘
翻
勧
段
㈱
慮

一
　
険
料
を
未
納
し
て
お
る
と
年
金
が
も

　
ら
え
な
く
な
り
、
叉
国
税
徴
収
法
に

　
よ
り
延
滞
金
や
差
押
え
も
さ
れ
る
こ

　
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
未
納

　
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
下
さ
い
。

　
尚
国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
る
者
は

”

　
住
所
が
異
動
し
た
場
合
（
転
入
、
転

　
居
）
氏
名
が
変
っ
た
場
合
（
婚
姻
等

　
に
よ
り
）
死
亡
し
た
場
合
、
他
の
年

　
金
制
度
に
加
入
し
た
場
合
（
厚
生
年

　
金
、
共
済
組
合
等
）
は
国
民
年
金
手

　
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
速
か
に
市
民

　
課
国
民
年
金
係
へ
届
出
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

◎
日
　
　
　
時
　
十
一
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

◎
場
　
　
　
所
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘

◎
相
談
担
当
者
　
長
岡
市
内
在
住
弁
護
士
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

　
　
　
　
　
　
職
昌
等

◎
相
談
内
容
　
①
公
務
員
の
職
務
執
行
に
伴
う
侵
犯
、
人
身
売
買

　
　
　
　
　
　
　
酷
使
虐
待
、
私
的
制
裁
、
村
八
分
、
差
別
待
遇
、

　
　
　
　
　
　
　
騒
音
ば
い
煙
そ
の
他
に
よ
る
公
害
、
生
活
権
居

　
　
　
　
　
　
　
住
権
．
の
侵
犯
等

　
　
　
　
　
　
②
借
地
、
借
家
、
金
銭
関
係
、
税
務
、
自
動
車
事

　
　
　
　
　
　
　
故
に
よ
る
損
害
そ
の
他
民
事
並
び
に
刑
事
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
諸
問
題

所
得
税
第
2
期
分
の
納
税
は

”
月
30
日
ま
で
！

■ノノ■’〃ZZ！ZZ〃ノ！ノ〃／！∠〃ノ1■ノノ〃4Z〃！ノ！ノ／！！ZZ／ZZZ1／〃！躍1！ノ〃！Z〃〃Z〆”Z！””ノ”■ノノノノ■∠Z”ノノノノZノ■■■！

申
告
所
得
税
第
2
期
分
の
納
付
書
は
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
お
手
も
と

　
へ
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
が
お
忘
れ
な
く
期
限
内
に
納
税
を
す
ま
せ

て
下
さ
い
。

な
お
、
ま
だ
納
税
貯
畜
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
加
入

し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
日
　
町
　
税
　
務
　
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
・
4
【
量

214
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E
ー
…

　
こ
と
し
は
十
日
町
市
に
』

市
制
が
し
か
れ
て
か
ら
十
㎜

周
年
で
す
。
い
ま
や
人
ロ
㎝

五
万
を
こ
え
る
産
業
都
市
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

と
し
て
ま
す
ま
す
躍
進
期
『

待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
あ
ゆ
み
続
け
て
き
・

た
本
市
の
姿
を
ぷ
り
か
え

っ
て
、
明
日
へ
の
発
展
に

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
㎝

心
あ
ら
た
に
し
て
豊
か
な
㎜

市
づ
く
り
に
遇
進
し
た
い
㎜

と
思
い
ま
す
。

砲ハ、’凸、’f、㌔’n～ン凸～’，、、’昌％3，“’，、㌔～，“’，㌔も’凸ζ》，も砺、く｝’私くン，、‘ン，、‘ンr～く’凸舜、、脇く扇昏’．‘｝’、く》♪肱⇔．。壱、㌧・：依』し

一
月
二
十
二
日
　
郵
便
局
局
舎
起
工

　
式

三
月
三
＋
一
日
　
十
日
町
、
中
条
、

　
川
治
、
六
箇
合
併
市
制
施
行

四
月
七
日
　
合
併
初
龍
議
会
、
議
員

数
八
＋
七
名

六
月
五
日
　
記
念
式
典
祝
賀
行
事

六
月
六
日
　
祝
賀
行
事

八
月
二
十
一
日
　
吉
田
村
十
日
町
市

　
へ
合
併
申
入

十
一
月
十
九
〕
　
十
日
町
郵
便
局
竣

工
式

十
二
月
一
日
　
吉
田
村
を
合
併

謹
縁
嚢霧

一
月
三
＋
日
　
下
条
村
閉
村
式

二
月
一
日
　
下
条
村
を
合
併

．
．
、
灘
纏

二
月
二
十
七
日

三
月
二
十
六
日

市
議
選
挙

四
月
二
十
三
日

　
挙

　　揃櫛

．
・

護
餐
納
秘

　　　　鰯
く故中山竜次先生胸像＞

一一祝賀旗行列

衆
議
院
選
挙

市
制
施
行
後
初
の

県
議
並
に
知
事
選

畿

繋
輩
灘

　ソ　ち　ユ ユムドにしちるキムらしにムロず　ロ

　　ー一一稲荷町市営アパートー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
月
＋
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竣
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
日

五
月
二
＋
五
日
　
上
水
道
配
水
池
ち
　
　
成

　ん

祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
五
日

五
月
二
十
六
日
　
十
日
町
青
年
会
議
十
二
月
十
一
日

所
認
承
伝
達
式
　
　
　
　
　
　
写
真
右
上

九
月
＋
八
日
ス
ク
ー
ル
バ
ス
配
置
　
　
左
上

五
月
三
日
　
中
山
市
長
の
辞
表
を
受

　
理

五
月
二
十
九
日
　
市
長
選
挙

七
月
二
日
　
市
上
水
道
工
事
認
可

七
月
十
日
　
県
道
八
箇
線
に
バ
ス
開

　通
八
月
三
日
　
稲
荷
町
市
宮
ア
パ
ー
ト

完
成

十
一
月
二
十
五
日
　
中
出
竜
次
氏
胸

　
像
除
幕
式
（
宮
本
公
園
）

五
月
二
十
五
日
　
十
日
町
市
政
だ
よ

り
第
一
号
発
行

六
月
二
十
三
日
　
十
日
町
u
ー
タ
リ

　ー

ク
ラ
ブ
認
承
式

八
月
十
三
日
　
十
日
町
病
院
本
舘
完

成
．

八
月
三
十
一
日
　
新
農
村
建
設
指
定

　
で
「
十
日
町
農
村
振
興
協
議
会
」

生
る

九
月
十
日
　
飯
…
線
デ
ー
ゼ
ル
カ
ー

運
転

十
月
三
十
日
　
十
日
町
病
院
竣
工
式

十
一
月
十
六
日
　
水
道
起
工
式

十
一
月
十
九
日
　
名
力
山
小
、
中
学

　
校
完
成

　
　
議
・

　
　
紬」
題

伽
撹
擁
磁
　
㎝
馨
驚

醐

灘
蕊
F
灘

鳳聰蚕
纏
顯

←

懸
翻
翻

嬢
　
　
　
　
磁

聰
搬

一 一県営アパートー一
v

騎駄

　　照
■
　
蹄

十
日
町
職
業
補
導
所

十
日
町
而
原
水
協
結

上
水
道
通
水
式

　
織
物
会
舘
起
工

名
力
幽
中
学
校

ス
ク
ー
ル
バ
ス

五
月
二
十
二
日
　
衆
議
院
議
員
選
挙

七
月
二
十
七
日
　
集
中
豪
雨
、
被
害

六
百
万
円

九
月
五
日
　
駅
通
り
川
原
聞
線
起
工

　
式
十
一
月
二
十
日
川
治
中
体
育
舘
完
成

十
二
月
七
日
　
十
臼
町
電
報
電
話
局

　
完
成
、
自
動
式
切
替

　
名
誉
市
民
故
中
山
竜
次

購

．懸

　ノタ　　　まノに
十日町織物会舘一一

　川
　治
　中
　体
り　

螺
遷．

縄文後期の住居跡

癬

葦
蹴
盤
　
、

〉

妻

無

三
月
二
十
一
、
一
日
　
市
議
会
議
員
選
挙

四
月
三
日
　
市
浸
選
挙
、
村
山
市
長

当
選

四
月
二
十
三
口
　
県
議
会
議
員
選
挙

五
月
七
日
　
村
山
市
長
就
任

五
月
九
日
　
村
田
市
長
初
登
庁

八
月
一
日
　
占
田
で
考
古
発
掘
調
査

　
縄
文
後
期
の
住
居
跡
を
発
見

十
一
月
　
中
山
龍
次
（
初
代
市
長
）

　
名
誉
市
民
一
号
に
決
定

一一村山市長初登庁一

　
　
生

惑
咳
、
　
　
誕

駄
課

　
　
民

　
　
市

　
　
一

五
月
三
十
日
　
卜
日
町
南
下
島
開
田

完
成

七
月
一
日
　
歩
く
市
役
所
、
市
政
懇

七
月
十
二
日
　
集
中
豪
雨
で
二
億
七

　
千
万
円
の
被
害
を
受
け
る

八
月
一
日
　
十
日
町
小
学
校
新
築
起

　
工
式

八
月
五
日
　
国
土
調
査
、
航
空
測
量

　
を
開
始

八
月
　
六
箇
小
学
校
着
工

十
月
一
日
　
第
九
回
国
勢
調
査
実
施

十
一
月
二
臼
　
衆
議
院
最
高
裁
選
挙

十
二
月
｝
日
　
谷
内
冊
市
営
住
宅
完

　成

〔
昭
和
三
十
六
年
〕

五
月
　
十
日
町
小
学
校
第
一
期
工
事

完
成

六
月
　
東
北
大
藤
田
教
授
十
日
町
の

　
防
火
施
設
を
診
断
、
日
本
損
害
保

　
険
協
会
が
消
防
自
動
車
一
台
を
寄

　贈

醗
一

一市政懇談会

六
月
二
十
八
日
　
梅
雨
前
線
豪
雨
で

　
八
百
万
円
の
被
害
を
受
け
る

七
月
六
日
　
水
沢
、
十
目
町
市
の
合

　併特別

委
員
会
設
置

七
月
吉
田
山
谷
開
田
（
卜
町
歩
）

完
成

九
月
ま
六
日
　
第
一
．
一
室
戸
台
風
襲
う

　死

傷
者
七
名
、
住
家
百
六
士
芦

全
半
壊

十
月
　
市
民
体
育
舘
起
工
式

十
一
月
十
二
日
　
十
日
町
市
立
保
育

所
着
工

十
二
月
七
日
　
県
知
事
選
挙
、
塚
田

知
事
当
選

一稲荷町の被害

一215
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一
月
二
十
五
日
　
十
日
町
小
学
校
粥

二
期
工
事
竣
工

斉
青
緊
急
露
轟
会
で
水

　
沢
村
の
合
併
申
し
入
れ
を
受
理

四
月
一
日
水
沢
村
、
十
日
町
市
合

　
併
告
示
、
面
積
二
＝
・
三
四
平

　
方
感
、
人
口
四
万
九
千
八
百
五

＋
四
人
と
な
る

四
月
二
十
三
日
　
上
越
西
線
予
定
線

に
編
入

五
月
三
十
一
日
　
同
線
調
査
線
編
入

六
月
二
十
九
日
　
名
誉
市
民
中
山
竜

次
氏
逝
去

七
月
七
日
　
消
防
庁
舎
完
成
チ
ャ
イ

考

騨鱈叢
岬㎜轍測　

嚢

ム
放
送
設
備
さ
る

七
月
士
一
日
中
山
竜
次
氏
の
慰
霊

祭
（
智
泉
寺
）

八
月
二
日
　
移
動
県
庁
開
か
る
（
織

物
会
舘
）

九
月
　
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
救

急
自
動
電
を
寄
付

十
月
市
色
制
定
、
主
調
色
（
青

　
紫
）
補
助
色
（
黄
色
、
灰
紅
色
）

十
一
月
一
日
＋
日
町
ー
新
潟
間

　
「
準
急
う
翁
の
号
」
開
通

十
一
月
三
日
　
大
井
田
小
学
校
文
部

　
省
よ
り
全
国
健
康
優
良
符
選
校
で

表
彰
さ
る

＋
一
月
八
日
＋
日
町
市
民
体
育
舘

竣
工

十
二
月
二
十
四
日
　
十
日
町
小
学
校

竣
工

消　　　防　　　署市民体育舘 三
月
二
十
五
日
　
十
日
町
ー
長
野
間

　
「
準
急
野
沢
号
」
開
通

四
月
三
十
日
　
地
方
選
挙
市
長
に
村

　
山
謙
吉
氏
県
議
に
高
橋
正
治
氏
が

当
選

五
月
十
三
日
　
第
二
回
定
例
市
議
会

　
議
長
に
樋
口
政
太
郎
氏
、
副
議
長

　
に
竹
内
真
氏
選
任
さ
る

七
月
十
日
　
市
内
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス

　
　
十
日
町
小
学
校

飯
山
線
を
走
る
準
急
う
お
の
号

叢

　
に
信
号
機
設
置
さ
る

十
月
　
市
内
鐙
島
、
川
治
、
大
井
田
の

　
三
小
学
校
で
完
全
給
食
実
施
さ
る

十
月
　
市
消
防
署
に
ジ
ー
プ
型
消
防

自
動
頃
一
台
配
置

十
月
　
し
尿
処
理
場
第
一
期
工
事
着

　
工

十
一
月
二
十
一
日
　
衆
議
院
、
最
高

裁
選
挙

十
二
月
五
日
　
下
条
小
学
校
体
育
舘

完
成

決

算

の

推

移

建策中のし尿処理場

一般会計年次別決算額ケ）推移

意
　
7

6
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イン7ルェンザ

「
か
ぜ
」
の
治
療
費

全
国
で
二
百
億
円

　
　
　
　
　
も
れ
な
く
予
防
接
種
を

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
濡
行
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
七
年

秋
の
国
民
健
康
調
査
に
よ
り
ま
す
と

全
国
民
が
年
間
O
・
八
回
「
か
ぜ
」

（
急
性
鼻
咽
頭
炎
）
に
か
か
り
、
り

患
一
件
あ
た
り
の
病
日
数
は
五
・
二

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

治
療
費
は
全
国
で
年
間
二
百
億
以
上

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
ぜ
の
う
ち
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

百
デ
ミ
ク
ロ
ン
の
大
き
さ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ

り
ま
す
が
、
そ
の
症
状
の
厳
し
さ

（
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節

痛
）
と
流
行
の
大
き
さ
か
ら
社
会
の

機
能
を
淋
痺
さ
せ
る
も
の
と
し
て
国

民
の
保
健
上
重
大
な
意
畦
を
も
っ
て

い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
A
2
型
に
よ
る
ア

ジ
ア
か
ぜ
は
照
利
三
＋
二
年
か
ら
三

一
十
三
年
に
か
け
て
日
本
で
は
約
百
万

ハ一
人
以
上
が
り
患
し
、
約
四
十
八
人
が

死
亡
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
誘
因
で

死
亡
し
た
も
の
は
二
万
八
を
越
し
た

と
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
ロ

藷
和
三
＋
五
年
の
A
2
型
と
噌
一
一
＋

一六年
の
B
型
の
流
行
の
と
き
は
、
約

五
十
万
人
に
近
か
っ
た
の
で
、
三
十

年
秋
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
対

策
と
し
て
一
部
国
庫
補
助
で
予
防
接

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
！
県
民
税
i
市
が
知
事
表
彰
を

市
で
は
昭
和
三
十
八
年
度
県
民
税
も
九
六
％
の
収
納
率
を
一
、
爪
し
、
昨
年

の
収
納
成
績
が
昨
年
度
に
比
べ
い
ち

じ
る
し
く
上
昇
し
、
極
め
て
よ
い
成

績
を
納
め
た
の
で
去
る
十
月
二
十
三

日
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

も
納
税
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
あ

る
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
め
市
税
に
お
き
ま
し
て

ド

㎜
　
麟
か
わ
き
に
く
い
洗
濯

㎜
　
　
も
の

㎜
　
こ
れ
か
ら
は
日
ざ
し
が
弱
く
、

鮒瞬

蓬
比
べ
二
％
上
回
ぞ
お
り
隻

課
緩
墾
養
器

一一
㏄
。
う
卿
繍
蕎
鍵
ガ

も
う
一
歩
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

一

・
種
を
勧
奨
し
ま
し
た
の
で
三
十
八
年

・
に
は
ほ
と
ん
ど
流
行
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
利
三
十
八
年
の
春
、

九
州
地
方
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
従
来
の
B
型
と
や
や
型
の

変
っ
た
B
ア
マ
ク
サ
型
に
よ
る
も
の

一
で
あ
り
ま
す
が
、
群
馬
、
石
川
、
山

梨
、
岐
阜
、
三
重
、
和
歌
山
、
島
根

を
の
ぞ
き
全
国
に
及
び
約
十
万
人
が

り
患
し
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
、
B
型
の
み
で
な
く
A
2
型

の
流
行
も
全
国
各
地
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
B
型
に
対
す
国
民

の
免
疫
は
か
な
り
上
昇
し
て
い
ま
す

が
今
後
A
型
が
流
行
の
源
と
し
て
い

か
な
る
役
割
を
演
す
る
か
を
見
守
る

必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
「
か
ぜ
」
を
予
防
す
る
た
め
に
は

休
養
、
栄
養
等
の
一
般
的
節
制
、
外

出
後
の
う
が
い
、
温
度
の
変
化
に
た

い
す
る
注
意
等
の
個
人
衛
生
に
ま
つ

点
も
少
な
く
な
い
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
よ
う
に
社
会
性
の
大
き
い
も

の
は
、
社
会
全
体
の
防
衛
の
意
味
か

ら
予
防
接
種
を
広
範
囲
に
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
老
人
、
乳
幼
児
、
病
弱
者
等

　
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
り
ゑ
し
た
あ

一　　
　
　
　
　
ド

　
は
ヤ
で
き
る
た
け
　
く
ユ
　
　
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

璽
毫
べ
き
で
あ
り
ま
す
．

一
今
年
か
ら
二
回
法

一
　
イ
ン
フ
生
ン
ザ
予

　
　
　
　
防
接
種

　
市
で
は
つ
ぎ
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
が

一
今
回
か
ら
接
種
方
法
が
二
回
湛
に
な

り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
一
回
目
接

ぽ
か
ら
い
　
　
　
に
コ
ロ
ヨ
を
　
　

一
し
ま
す
・

◎
接
種
料
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
大
人
（
中
学
三
年
以
上
）
・

些
回
　
　
　
　
　
八
＋
円

第
一
一
回
　
　
　
　
　
八
＋
円

　
　
小
人
（
中
学
二
年
以
下
）

第
一
回
　
　
　
　
　
四
＋
円

インフルエンザ予防接種日程表

地
区

lr01 σ，二回
時　　間1　会　　　場　　1ズ　　写

月 日 朽 H 9

中
　
　
条
　
　
地
　
　
区

11 24 12 1 2，30～3．00・
且・・一鋤鯉」、轍 生　　　　　徒

　 　　　一

　　　般

11 30 12 7

2．00～2．30
大ll二田小学校

生　　　　徒

　　　一2．30～3．00 般

2．00－　2．30

中条中学校
生　　　　徒

2．30～3．00 一般（以南旭町）

12 2 12 9
2．00～2．30

中条小学：校
生　　　　　徒

2．30～3．00 　　一・般（以北旭町）

12 12 10

10、00～10．30 枯木又分校 一般　生　徒

11．00～11．30 飛二小学校 般　生　徒

L30～2．00
飛…小学校

生　　　　徒
2．00～2．30 般

川
耐
マ
ヘ
箇

ド
築

墾 7
10．00～10，30

10．30～11． 箇小学校
般

，11 生　　　　徒
10．00～11． 1治公民館 般i午、

　12 1 12 8
10．30～1LOO 塩之又分校 般　生　徒

2．00　230
簡　1学校

生　　　　　徒

2．30　300 般
■
ド
l
　
l 12 t 8 1．30～2．00 東ド組小学校 生　　　　徒ll12 2．00～2．30 般

3．00～4．00 ド条出張所 般

30 12 7
2．00－2．30

鐙島・1・学校
生　　　　徒

2．30－　3．00 般

地第纏 第1回
　　　ト響畷罵壷蔽

会　　　　場

一撮薩
12！3112

1。巨3・二a・・！
，匠ず田小学校

生 徒

川
1 12．00－2・301 般

　　
地　　　 1 1且。。 2，3。

1－5r66＝一3．30下、”1III学校 生 徒

区茄副 般　博　待

卜 ↓擁i：lll隣韓 般　一1、徒

　　1水　1212
「　1

　12
般　一1．徒

股　生　徒
沢卜　1 1，欝，躍讐驚 般　生　徒

　　F地12i4 12．00～2．30
馬場小学校

生 徒

1
12 11卜一一

－3．00 般
区．

　　I
　　I
峨卜3・・

　

水沢出張所 般

1
11130・1

30～10．00 赤　倉　分　校 般　生　徒

1．」一一 1030～1100 大池小学校 般　生　徒

2i12

！10・00～1030 池　谷　分　校 般　生　徒

g！　11．00～1130

　L30～2．00

ノ山分校 股　生　徒

田1 軽　沢　分　校 般　生　徒

地，

卜
2 ，30～3．00 津池嘱託員宅 般

12 8　12 15　2．00～3．00 市　　役　　所 磯偏山・春日瑚

区

14 12
2．00～3．00 市民体育館 般（十日町東）

　 12
生耐　　』　　』 21－　12．00－3，00 市　　役　　所 一般（田町西）
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ル
ニ
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ナ
　

舞
縁
で
受
け
て
も

斌
轍
杜
迎
え
て
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
栄
橋
の
竣
工
を
祝
う
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し
ぐ
れ
る
日
な
ど
、
洗
濯
も
の
が

な
か
な
か
か
わ
き
に
く
い
も
の
で

す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
あ
る
家
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庭
で
は
な
お
の
こ
と
。
そ
ん
な
と

き
タ
オ
ル
を
何
枚
か
用
意
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。
よ
く
し
ぽ
っ
た

洗
湿
も
の
を
タ
オ
ル
に
く
る
く
る

ま
い
て
水
気
を
と
り
、
何
回
か
タ

オ
ル
を
取
り
か
え
る
と
ほ
と
ん
ど
　
が
、
こ
ん
な
方
法
は
い
か
が
．

半
が
わ
き
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
か
ぶ
の
葉
、
白
菜
を
一
枚
す
つ

　
テ
ト
ロ
ン
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
　
並
べ
て
コ
ン
ブ
を
一
移
ほ
ど
切
っ

は
こ
う
し
て
水
気
を
と
っ
て
、
つ
　
て
あ
い
だ
に
は
さ
み
、
塩
で
つ
け

る
し
て
お
く
と
翌
朝
は
か
わ
い
て
　
こ
む
。
好
み
に
よ
っ
て
、
唐
が
ら

い
て
着
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
毛
糸
　
し
を
パ
ラ
パ
ラ
入
れ
る
。

の
セ
ー
タ
ー
類
は
、
晴
雨
に
か
か
　
　
大
根
と
か
ぶ
を
二
つ
に
割
り
、

わ
ら
す
こ
の
方
法
で
か
わ
か
し
、
　
少
六
日
に
干
し
て
、
小
口
切
り
に

晶
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
W

あ
と
は
か
げ
ぽ
し
に
す
る
こ
と
で

す
。■
お
い
し
い
つ
け
も
の

　
十
一
月
は
つ
け
も
の
の
月
で

す
．
白
菜
、
か
ぶ
、
大
根
が
豊
富

に
出
回
っ
て
き
ま
す
。

つ
け
か
た
を
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

み
る
の
も
た
の
し
み
な
も
の
で
す

し
て
か
ら
、
こ
う
じ
に
つ
け
る
の

も
お
い
し
い
。
あ
ま
り
っ
け
す
ぎ

な
い
う
ち
に
食
べ
る
と
野
菜
本
釆

の
味
が
う
し
な
わ
れ
す
、
い
く
ら

で
も
ご
飯
か
す
す
む
も
の
で
す
o

■
暖
か
な
台
所
の
工
夫

　
一
日
の
大
半
を
お
勝
手
で
す
ご

す
主
婦
の
た
め
に
、
暖
か
な
台
所

を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の

ご
ろ
は
農
家
で
も
台
所
の
改
善
が

か
な
り
普
及
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

台
所
の
室
温
が
せ
め
て
居
間
（
十

八
度
～
二
十
度
）
な
み
に
暖
か
で

し
た
ら
、
主
婦
も
お
ち
つ
い
て
念

入
り
に
調
理
で
き
る
で
し
ょ
う
し

健
康
に
も
ど
ん
な
に
か
良
い
か
知

れ
ま
せ
ん
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
器
具
な

ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
よ
く
点

検
し
不
良
箇
所
が
あ
っ
た
ら
完
全

に
修
理
し
て
か
ら
使
用
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
火
災
予
防
は
い
く
ら
注
意
し
て

も
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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信
濃
川
栄
橋
（
全
長
約
四
〇
〇

麿
）
の
竣
工
式
は
、
去
る
十
二
日
田

中
（
彰
）
代
議
士
、
塚
田
知
事
を
は

じ
め
地
元
村
山
十
日
町
市
長
、
中
村

川
西
町
長
ら
来
賓
多
数
を
迎
え
て
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
の
日
は
雲
ひ
と
つ
見
ら
れ
な
い

快
晴
に
恵
ま
れ
、
澄
み
き
っ
た
青
空

の
も
と
で
新
装
な
っ
た
栄
橋
左
岸
橋

詰
で
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
の
竣

工
式
に
先
だ
ち
渡
橋
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
渡
橋
式
は
祭
壇
で
玉
串
奉

典
な
ど
お
ご
そ
か
な
式
典
を
行
な
っ

た
の
ち
、
打
上
花
火
を
合
図
に
渡
橋

が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
十
日
町
消

ロ

．
防
団
音
楽
隊
の
マ
ー
チ
に
の
っ
て
神

薔
先
頭
に
知
事
・
大
淵
亀
治
さ
ん

一
家
の
地
元
三
代
夫
婦
、
来
賓
、
一
般

参
会
者
の
順
で
下
条
側
へ
向
っ
て
渡

初
め
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
橋

の
両
岸
で
は
地
元
小
、
中
学
校
生
徒

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
大
ぜ
い
の
地
元

民
が
共
女
手
に
手
に
日
の
丸
の
小
旗

を
ふ
っ
て
竣
工
を
喜
び
祝
い
ま
し
た

が
、
こ
の
あ
と
下
条
小
学
校
体
育
舘

で
竣
工
式
を
挙
行
、
祝
賀
会
に
う
つ

っ
て
万
才
を
三
唱
解
散
し
ま
し
た
。

「　な
お
当
日
下
条
商
工
振
興
会
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

祝
賀
行
事
協
賛
会
と
共
催
で
、
昼
は

下
条
中
学
校
で
演
芸
会
、
夜
は
信
濃

　
　
で
　
　
　
を
を
　
な
っ
て
ヤ
　

頑
蓄
保
ま
し
た
．

　　　市
　　国長

占民賞

穐健
金業康

糠保
辰険

欝

　
あ
る
日
の
昼
僕
は
た
い
へ
ん
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
お
に
い
さ
ん
が
耕
運

機
か
ら
が
け
下
に
お
ち
、
か
ん
ぞ
う

と
い
う
と
こ
ろ
を
破
っ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
い
た
の
で
す
。
僕
は
信
じ
ら

れ
な
か
っ
た
け
ど
本
当
で
し
た
。

昼
す
ぎ
の
勉
強
は
頭
に
は
い
り
ま
せ

で
母
に
「
あ
れ
が
悪
い
、
こ
れ
が
悪

い
」
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
僕

は
、
病
院
の
中
の
せ
つ
び
を
見
て
す

ぐ
帰
り
ま
し
た
。
家
で
は
お
見
ま
い

に
来
て
く
れ
る
人
が
何
人
も
見
ま
い

品
を
も
っ
て
き
て
い
る
し
、
病
院
に

も
何
回
も
き
た
よ
う
で
し
た
。
お
に

い
さ
ん
の
傷
も
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
た

よ
う
で
父
と
母
は
、
も
う
病
院
に
い

国
保
作
文
の

優
秀
作

　
市
で
は
市
教
委
と
共
催
で
さ
き
に

国
民
健
康
保
険
事
業
の
趣
旨
普
及
に

市
内
小
、
中
学
校
児
重
生
徒
の
な
か

か
ら
「
国
保
に
関
す
る
」
も
の
の
作

文
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

中
学
校
二
、
小
学
校
二
の
四
編
の
優

秀
作
を
決
め
市
の
代
表
と
し
て
県
の

国
保
連
合
会
へ
送
り
ま
し
た
。
今
月

は
そ
の
二
編
を
発
表
し
ま
す
。
あ
と

の
二
編
は
十
二
月
号
に
発
表
し
ま

す
。が

な
く
な
り
ま
し
た
。
二
、
三
日
た

っ
て
僕
は
ま
た
病
院
に
い
っ
て
見
る

と
部
屋
が
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
お
に
い
さ
ん
と
同
じ
く
ら

い
の
川
西
の
人
が
け
が
を
し
て
入
院

し
て
い
て
な
か
よ
く
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
僕
は
、
用
を
す
ま
し
て
す
ぐ

帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
い
く

日
か
た
っ
た
朝
、
母
が
「
お
ま
え
も
病

院
に
い
く
か
」
と
言
い
ま
し
た
o
な
ぜ

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
よ
く
聞
い
た

ら
も
う
退
院
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
三
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
い
っ

た
の
に
二
週
間
で
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
お
に
い
さ
ん
は
元
気
で
し
た

が
、
腹
の
う
っ
た
と
こ
ろ
と
、
ぬ
っ
た

と
こ
ろ
が
か
ゆ
い
よ
う
す
で
し
た
。

　
次
の
日
、
家
の
人
は
お
金
を
支
払

い
に
い
っ
て
き
ま
し
た
が
、
医
者
が

新
潟
地
震
が
あ
っ
て
新
潟
に
い
っ
た

た
め
に
く
わ
し
く
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
聞
い
て
こ
な
い
で
心

配
し
て
い
ま
し
た
。
家
の
人
は
、
医

り
ょ
う
の
紙
に
か
い
て
あ
っ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、

重
い
病
気
を
し
て
入
院
し
た
こ
と
の

あ
る
人
の
と
こ
ろ
に
、
ま
ち
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
聞
き
歩
い
て

い
ま
し
た
。
で
も
食
事
代
、
部
屋
代

ち
ゅ
う
し
ゃ
代
、
手
術
代
な
ど
で
た

く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
る
と
い
っ
て

心
配
し
て
い
た
の
に
、
健
康
保
険
が

あ
っ
て
五
割
も
安
く
な
っ
て
い
た
の

市
職
員
永
年
勤
続
者

　
　
　
　
2
0
年
以
上
22
名
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

ん
で
し
た
。
そ
の
日
の
夜
父
母
は
帰

ら
な
く
、
近
所
の
人
が
来
て
い
ろ
い

ろ
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
ぱ
あ

さ
ん
は
心
配
そ
う
で
し
た
。
よ
く
日

お
に
い
さ
ん
の
こ
と
は
新
聞
に
で
て

い
ま
し
た
。
お
に
い
さ
ん
は
、
血
が

た
ら
な
く
て
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、

病
院
に
な
く
近
所
の
人
や
親
類
の
人

に
た
の
み
ま
し
た
。

　
日
曜
日
の
臼
に
僕
は
父
と
十
日
町

病
院
に
い
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
ち
ょ
う
ど
ご
は
ん
が
終
っ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
お
に
い
さ
ん
は
、
元
気

　
市
で
は
去
る
幸
四
日
、
織
物
会
舘

で
職
員
の
永
僅
勤
続
爵
を
表
彰
、
併

せ
て
さ
き
に
県
市
長
会
か
ら
同
じ
く

永
年
勤
続
で
表
彰
を
受
け
た
七
名
の

市
職
員
の
伝
達
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
職
員
は
い
す
れ
も

一二十
年
以
上
勤
続
し
た
も
の
で
全
部

で
二
十
二
名
で
す
が
、
こ
の
う
ち
七

名
の
退
職
者
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
示
年
勤
続
で
表
彰
を
受
け

　
　
た
者

　
　
◎
印
は
県
市
長
会
か
ら
も
表
彰

一　　
さ
れ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　

斎
）
肇
郎
（
同
）
上
村
誠
作

で
す
。

、
　
僕
の
家
で
は
大
き
な
病
気
や
け
が

を
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
の
で
、
毎
日

　
は
ら
っ
て
い
た
ぼ
　
　
が
む
だ
の
よ

蕎
暦
貿
「
は
ら
う
の
が
お

し
い
」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
や
っ
と
保
険
料
を
は
ら

っ
て
い
て
よ
か
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
僕

の
家
だ
け
で
な
く
、
お
に
い
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
入
院
し
て
い
た
人
も
、

そ
の
ほ
か
の
け
が
を
し
た
人
や
、
病

（
同
）
中
町
忠
雄
（
同
）
尾
身
善
信

（
同
）
村
山
ノ
ブ
（
同
）
富
井
喜
雄

（
市
長
室
長
）
渡
辺
福
栄
（
庶
務
課

長
）
岩
田
宜
照
（
中
条
出
張
所
主

任
）
内
山
仙
吉
（
選
管
事
務
局
長
）

田
村
サ
イ
（
中
条
小
用
務
員
）
近
藤

、
豊
（
下
条
出
、
張
所
‡
任
）
◎
佐
野
嘉

、
一
（
消
防
著
総
務
課
艮
）
◎
林
チ
ヨ

　
（
庶
務
課
計
算
係
．
長
）
◎
村
山
栄
一

　
（
会
計
課
長
）
◎
南
雲
幸
一
（
保
育

所
長
）
．
◎
太
田
義
英
（
吉
田
出
張
所

主
任
）
◎
小
川
健
三
へ
下
条
小
用
務

員
）
◎
桑
原
一
郎
（
福
祉
事
務
所

艮
）
池
田
作
三
（
財
政
課
長
）
鈴
木

，
貞
次
（
監
査
委
昌
室
）
。

寄
生
虫
予
防

運
動

　
　
　
　
1
1
月
21
日
≧
30
日

　
寄
生
虫
病
は
、
国
民
の
健
康
お
よ
、

び
労
働
力
の
低
下
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
寄
生
虫
卵
保
有
者
は
、
郡

市
の
住
宅
地
や
工
場
地
区
で
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
農
村
地
区
で
は
ま

だ
相
当
な
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
の

皿
で
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
「
寄
生
虫
予
防
運
動
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

o
！
…
監
7
｝

気
を
し
て
病
院
に
い
っ
て
い
る
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

全
部
五
割
も
安
く
な
る
の
で
す
か
ら

市
民
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
大

変
よ
い
せ
い
ど
だ
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
健
康

保
険
は
め
だ
た
な
い
よ
う
で
す
が
、

急
に
事
故
な
ど
が
あ
る
と
便
利
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
家
の
父
母
は
「
こ
ん
ど
か
ら
は
、

も
っ
と
よ
く
健
康
保
険
の
大
切
さ
を

考
え
て
、
よ
ろ
こ
ん
百
保
険
料
を
お

一
さ
め
て
い
孟
と
い
っ
て
い
ま
す

市
長
賞
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
十
日
町
市
立
下
条
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
二
年
村
山
か
ず
み

　
国
民
健
康
保
険
と
い
え
ぱ
今
や
も

う
私
達
が
生
活
し
て
行
く
上
に
な
く

て
は
な
ら
ぬ
重
、
要
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
テ
レ
ビ
で
も
、
ラ
ジ
オ
で
も

さ
か
ん
に
放
送
し
て
い
る
し
新
聞
、

雑
誌
な
ど
で
も
良
く
見
る
。
そ
し
て

今
さ
ら
の
よ
う
に
そ
の
働
き
の
重
要

さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
今

で
こ
そ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
強
制
的

に
こ
の
保
険
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、

数
年
前
ま
で
は
「
絶
対
病
気
な
ん
か

し
な
い
。
」
と
い
い
は
っ
て
加
わ
ら

な
か
っ
た
人
が
か
な
り
あ
っ
た
の
だ

そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
々
も
め
ま

ぐ
・
る
し
く
変
る
時
代
の
流
れ
に
は
勝

て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
「
絶
対

病
気
な
ん
か
し
な
い
。
」
な
ど
と
い

う
こ
と
は
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
次
々
と
仲
間
に
加

わ
っ
て
、
今
の
様
な
大
き
な
も
の
に

発
展
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

　
年
間
一
人
頭
の
納
め
る
金
額
が
九

百
八
十
二
円
。
病
気
と
い
う
恐
ろ
し

い
目
に
見
え
ぬ
敵
と
戦
う
こ
と
を
考

え
た
な
ら
決
し
て
高
い
金
額
で
は
な

い
と
思
う
。

　
み
ん
な
が
三
ヵ
月
｝
回
の
割
で
、

き
ま
っ
た
金
額
を
は
ら
い
、
そ
れ
を

ま
と
め
て
健
康
保
険
に
納
め
、
も
し

病
気
に
か
か
り
金
が
か
か
っ
た
と
し

て
も
半
．
額
を
市
か
ら
は
ら
っ
て
も
ら

え
る
の
だ
。

一
人
当
り
に
す
れ
ば
わ
す
か
な
金
額

が
、
み
ん
な
の
団
結
の
も
と
に
大
き

な
金
額
と
な
り
、
そ
の
金
で
病
気
に

か
か
っ
ぬ
人
を
助
け
る
。
ほ
ん
と
う

に
人
間
の
協
力
の
力
と
い
う
も
の
は

恐
し
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
と
思
う

　
し
か
し
、
世
の
中
に
は
生
活
が
貧

し
い
た
め
に
自
分
た
ち
の
か
せ
ぎ
で

は
食
べ
て
い
け
す
、
市
か
ら
援
助
を

受
け
て
い
る
貧
困
家
庭
と
い
う
も
の

が
あ
る
の
に
、
そ
う
い
う
人
女
は
病

気
に
な
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の
か
と

不
思
議
に
思
っ
た
。
調
ぺ
て
み
た
ら

そ
う
い
う
人
た
ち
の
中
か
ら
病
人
が

出
た
場
合
に
治
療
費
は
市
か
ら
全
額

が
で
る
の
だ
そ
う
だ
。
乙
れ
に
も
ほ

ん
と
う
に
お
ど
ろ
い
た
し
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
．

　
私
達
が
毒
日
熱
心
に
勉
強
し
、
大

人
達
が
い
っ
し
ょ
う
は
ん
め
い
に
働

き
、
と
し
よ
り
も
、
子
ど
も
遠
も
．
み

ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て
協
力
し
あ

い
助
け
あ
っ
て
楽
し
い
一
日
を
拘
く

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
裏

に
は
国
民
健
康
保
険
と
い
う
大
き
な

さ
さ
え
の
力
が
あ
る
の
だ
と
思
う

と
、
ほ
ん
と
う
に
た
の
も
し
い
限
り

で
あ
る
。
こ
の
保
険
が
あ
る
た
め
に

ど
れ
だ
け
多
く
の
生
活
の
貧
し
い

人
女
が
助
か
っ
て
い
る
こ
と
か
、
又

ど
れ
た
け
人
女
が
安
心
し
て
暮
し
て

い
る
こ
と
か
。
こ
の
保
険
一
つ
が
あ

る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
万
面
に
茄
い

て
人
々
の
生
活
に
わ
す
か
な
が
ら
も

ゆ
と
り
が
で
き
て
い
る
と
も
い
え
る

と
思
う
。

　
計
算
す
る
と
、
一
人
一
人
が
年
間

二
回
半
も
病
気
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
か
ん
じ
ょ
う
に
な
る
と
い
う
調
べ

だ
そ
う
た
が
、
医
学
の
進
歩
し
た
こ

ん
日
で
も
ま
だ
ま
だ
病
人
の
数
は
減

っ
て
い
な
い
の
か
と
思
う
と
残
念
で

し
か
た
な
い
。

　
保
険
と
い
う
後
だ
て
が
あ
る
か
ら

と
い
え
、
そ
れ
に
あ
ま
え
て
い
て
は

な
ら
な
い
。
私
達
一
人
一
人
が
そ
れ

ぞ
れ
注
意
し
て
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。

　
み
ん
な
で
助
け
合
う
と
い
う
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
で
き
上
が
っ

た
国
民
健
康
保
険
。
こ
の
保
険
が
こ

れ
か
ら
も
も
っ
と
も
っ
と
発
展
し
、

私
達
の
生
活
の
上
に
今
ま
で
以
上
に

大
き
な
力
を
示
し
で
．
く
れ
る
こ
と
を

・
願
わ
す
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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